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　医療福祉工学部 → 　医療健康科学部

　英訳名（Faculty of Biomedical Engineering） 　英訳名（Faculty of Medical Science and
　　　　　　　　　　　　　Health-Promotion）

　　医療福祉工学科 → 　　医療科学科

　　英訳名（Department of Biomedical Engineering） 　　英訳名（Department of Medical Science）

　　理学療法学科 　　理学療法学科

　　英訳名（Department of Physical Therapy） 　　英訳名（Department of Physical Therapy）

　　健康スポーツ科学科 　　健康スポーツ科学科

　　英訳名（Department of Health-Promotion and
　　　　　　　　　　　　　　Sports Science）

　　英訳名（Department of Health-Promotion and
　　　　　　　　　　　　　　Sports Science）

名 称 変 更 の 時 期

新名称の対象年次

オオサカデンキツウシンダイガク

大阪電気通信大学

令和2年4月1日

第１年次

名称変更の事由

（学部名称変更について）
平成16年度に医療福祉工学部を設け、医療福祉工学部医療福祉工学科として１学部１学科体制でスタートした。
その後、平成18年度に同学部に理学療法学科を、平成20年度に健康スポーツ科学科を順次設置し、医療福祉工学
部は、３学科体制となり現在に至っている。
学部設置当初は、医療福祉工学科１学科であったため、学部名称はその学科の名称と同一とすることで、取り扱
う専門を明解に表現していた。その後３学科となって医療、健康科学、リハビリテーションと専門の幅が広く展
開され、学部名称もより広い意味を持たせる必要が生じた。具体的には、現在の学部名称に含まれる「医療」は
そのままに、「福祉工学」の言葉が持つ限定的な意味を広義に扱う「健康科学」に移換し、こころ豊かな質の高
い生活を営むために必要な科学全般を扱う学部であることを明確にすることを指向した。このような考えを基
に、学部名称を医療福祉工学部から医療健康科学部に改める次第である。なお、名称変更の前後で育成する人材
像、教育課程編成の方針、教員構成等に変更はない。

（学科名称変更について）
平成16年度に医療福祉工学部医療福祉工学科を設置した際、臨床工学技士を目指す医療工学分野、健康運動実践
指導者を目指す健康福祉工学分野及び医療情報技師を目指す医療情報学分野の3分野で教育課程が構成されてい
た。
平成20年度に、このうち健康福祉工学分野を充実させ新学科として健康スポーツ科学科を発展的に独立設置し
た。福祉は健康科学に包括されるとの考えの下、健康福祉工学分野を健康スポーツ科学科にて主として扱うこと
としたため、医療福祉工学科については、学科名称から福祉を外し、医療工学や医療情報学を扱う学科であるこ
とを明確にすることが必要であると考えた。したがって、医療福祉工学科は、医療技術を科学的に扱う学科とし
て、医療科学科に名称変更する次第である。なお、名称変更の前後で育成する人材像、教育課程編成の方針、教
員構成等に変更はない。

（新名称の対象年次を第1年次からとする理由）
本学では、平成32年度に定期的な教育課程の改定を予定しているが、これは育成する人材像等に変更が無いこと
はもとより、学部および学科の名称変更に起因する改定ではなく、あくまで社会のニーズを捉えた不断の改革と
して、定期的に実施して学科の教育内容のブラッシュアップを図るものである。
すべての学生を新学科名称の下、新たな教育課程を適用した場合、既修得科目の単位をすべて新たな教育課程で
代替することができない可能性があり、そうなれば学生を不利に扱うことに繋がるものである。特に学生が何ら
かの資格取得を目指している場合、在学中の修得科目が新たな教育課程では対応がない場合もあり、その場合は
単位認定ができず、資格取得の要件を満足できないこととなる。そのような不具合を回避するために、入学した
時のカリキュラムを卒業まで保証することが必要であり、そうすることで公平な扱いとなる。
したがって、学生に混乱を招かないために、新1年次生から学部学科名称を変更するものとする。
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